
轟
習
　
習
い
―
―
憶
え
る
。

高
尚
　
撃
を
下
に
五
渭
の
僣
頭
を
左
に
さ
し
た
右

手
を
界
の
下
に
つ
け

（
ち
ょ
う
ど
人
差
渭
の
側
面
か

つ
く
）
ま
っ
す
ぐ
に
、
そ
れ
を
右
へ
引
く
。

皇
族
　
天
皇
―
―
親
捩

校
工
　
左
事
の
上
に

（印
刷
の
グ
ラ
）
右
手
の
人

差
指
で
、
一言
一度
位
置
を
変
え
て
短
い
線
を
引
く
。

（
訳
植
を
消
す
）
一

決
水
　
た
手
の
五
指
の
指
頭
前
方
に
さ
し
、
方
向

け
た
左
掌

堤^
防
）
に
、
五
指
の
指
頭
前
方
に
さ
し

・掌
を
上
向
け
た
右
手

水^
面
）
を
つ
け
、
そ
の
水
面

を
上
へ
ぶ
く
れ
上
る
よ
う
に
し
、
た
手

〈
堤
防
）
を

・越
さ
し
て
外
べ
出
す
。

工
場
　
「
工
業
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

議
営
　
「講
演
」

「
演
説
」
と
同
じ
手
ま
ね
ｏ

議
盗
　
両
手
て
覆
面
を
す
る
身
振
り
を
し
て
、
右

手
の
人
差
指

〈兇
器
）
を
突
ざ
出
す
。

コ
ー
ヒ
ー
　
ｉ
着
の
着
頭
を
前
方
に
さ
し
掌
を
右

側
に
向
け
た
左
手
を
ま
る
く
彎
出
し
て
コ
ー
ヒ
の
末

碗
を
形
ど
り
、
●
手
人
差
指
を
ス
プ
ー
ン
と
し
て
、

茶
碗
の
中
を
か
き
廻
わ
し
て
、
飲
む
身
振
り
。

工
夫

鉱^
夫
）
鶴
嘴
を
振
り
上
げ
て
、
打
ち
降
す

身
振
リ
ー
ー
男
性

〓
福
　
五
指
の
指
頭
を
上
に
さ
し
単
を
内
側
に
向

け
た
手
の
親
指
と
人
差
指
の
間
を
田
い
て
顎
を
下
か

ら
換
み
撫
て
降
す
。
二
度
ば
か
り
繰
返
す
。

公
平
　
指
頭
を
前
方
に
さ
し
た
人
差
指

（■
に
）

と
期
指

（下
）
の
間
を
か
な
り
開
い
て
両
手
を
び
っ

た
り
合
わ
せ
て
か
ら
、
左
右
に
両
手
を

離
し

て
行

ぐ
。
人
′
指
と

，
指
が
二
本
の
平
行
線
を
■
く
わ
け

で
あ
る
。

「平
均
」

「普
通
」
の
手
ま
ね
と
も
な
る

交
替

　

「変
わ
る
」
「変
え
る
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

皇
太
子
　
男
性

（中
指
〉
右
手
を
左

の
掌

に

の

せ
、
眼
の
上
辺
り
に
さ
し
上
げ
る
。

皇
太
后
　
天
皇
―
劉
将

枝
■
　
学
校
―
―
主
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交
通
　

「
公
図
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

功
名
　
航
前
　
―
―
名
を
挙
げ
る

（
「
栂
不
」
と

同
じ
手
ま
ね
〉

高
籍
　
０
　
●
等
学
校
。
自
線
の
帽
子
―
学
校
．

自
線
の
嶋
子
は
、
自

（人
差
指
の
指
頭

て
歯

を

さ

す
）
を
表
わ
し
て
、
人
差
指
と
中
指
の
二
■
で
額
の

上
を
続
に
線
を
■
く
．
０
　
高
奪

下^
等
に
対
す
る
）

「高
尚
」
と
同
じ
手
ま
ね
。
の
　
高
等

〈
智
的
な
）

考
え
―
高
い

（事
を
下
向
け
た
手
を
肩
の
辺
り
か
ら

高
く
上
に
あ
げ
る
。
〉

鉱
物
　
●
―
い
ろ
い
ろ

物^
）

高
慢
　
五
指
の
指
頭
を
集
め
た
の
を
、
鼻
頭
に
つ

け
て
か
ら
、
前
べ
引
き
出
す
よ
う
に
す
る
。
即
ち
天

狗
。勁

月

　
「
適
す
る
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

誤
解
　
思
い
―
間
違
い
。

互
角
　
事
を
内
側
に
人
差
着
と
親
指
の
指
頭
を
下

方
に
さ
し
た
た
右
の
手
を
下
に
重
ら
し
、
両
腕
を
×

形
に
交
又
さ
し
て
、
同
時
に
両
手
の
人
差
指
と
親
僣

の
指
頭
を
合
わ
せ
る

＾
「同
じ
」
の
手

ま
た

の
要

領
）小

，
　
０
　
折
り
曲
げ
て
珀
に
お
さ
ま
っ
た
小
刀

を
綸
か
ら
伸
ば
し
て
出
す
両
手
の
身
振
り
。
●
　
五

の
人
差
指

〈
鋭
筆
な
ど
）
を
右
の
人
差
指

（小
刀
）

で
け
す
る
身
振
り
。

故
郷
　
ｉ
れ
る
―
―
処

〈
或
は
国
〉

目
臓
　
国
―
―
国
―
―
関
係
。

（胸
の
前
右
寄
り

に

「国
」
の
手
ま
ね
、
東
に
左
よ
り
に

「国
」
を
表

わ
す
）

告
自
　
０
　
正
直
―
ス
う
。
０
　
五
指
の
指
頭
を

上
に
さ
し
掌
を
上
向
け
た
右
手
を
口
許
か
ら
前
に
さ

し
出
す
。
口
か
ら
吐
き
出
す
こ
と
。

午
後

　

「
正
午
」
の
場
合
の
二
指

を
右
べ
傾

け

る
。
或
は
二
指
を
前
方
に
落
す
。

●
楽
　
仏
―
国

心
　
人
た
指
で
腹
部
を
さ
す
。
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